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問　
公
共
施
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
、

説
明
会
へ
の
参
加
者
は
、
1
会
場
平
均

13
人
で
あ
っ
た
。
今
後
、
使
用
料
見
直

し
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
全
庁
的
な
協
力
体
制
の
も
と
、
見

直
し
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
共
同
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
方
針
に

は
総
論
・
各
論
反
対
の
市
民
が
多
い
。

施
設
の
役
割
、
機
能
が
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
も
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

問　
家
具
の
転
倒
防
止
は
減
災
対
策
の

基
本
だ
が
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
を
対

象
に
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
無
償
で
、

家
具
の
取
り
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　
防
災
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
推
進
し
、

自
治
会
内
で
の
啓
発
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

二　
交
通
安
全
に
つ
い
て

問　
自
転
車
事
故
で
高
額
な
賠
償
金
を

請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ
が
、
条

例
を
制
定
す
る
な
ど
自
転
車
保
険
の
加

入
促
進
を
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答　
先
進
自
治
体
の
条
例
制
定
に
よ
る

効
果
や
事
例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

び
石
岡
委
員
を
再
び
推
薦
す
る
も
の
。

　

沼
田
氏
は
、
昭
和
21
年
生
ま
れ
。
平

成
19
年
か
ら
現
職
。

　

石
岡
氏
は
、
昭
和
23
年
生
ま
れ
。
平

成
22
年
か
ら
現
職
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

適
当
で
あ
る
旨
答
申

雇
用
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

答　
今
回
の
訴
え
の
提
起
は
、
本
市
が

公
的
な
目
的
で
再
整
備
す
る
た
め
、
貸

し
て
い
た
建
物
の
返
還
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
去
の
評
価
は
直

接
的
に
関
係
が
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
登
山
口
か
ら
比
較
的
近
く
に
あ

り
な
が
ら
、
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
こ
と

な
ど
か
ら
観
光
資
源
と
し
て
の
再
整
備

は
必
要
で
あ
る
。
話
し
合
い
に
よ
り
、

円
満
に
解
決
で
き
な
い
な
ら
ば
、
費
用

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
契
約
金
額
の
う
ち
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
設
置
に
関
す
る
費
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
契
約
金
額
１
億
５
９
５
２
万
６
３

６
８
円
の
う
ち
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

設
置
に
関
す
る
費
用
は
、
１
億
２
６
５

万
７
２
４
０
円
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の

費
用
は
、
東
海
大
学
か
ら
寄
附
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
、
市
が
維
持

管
理
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
主
な
利
用

者
は
東
海
大
学
生
で
あ
る
た
め
、
維
持

管
理
費
用
を
東
海
大
学
に
負
担
し
て
も

ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

民　
政　
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い
て

問　
本
市
職
員
は
近
隣
市
と
比
較
し
て
、

女
性
課
長
職
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
管
理
職
選
考
制
度
は
、
女
性
の
活

躍
の
機
会
を
促
し
て
い
る
。
実
践
型
の

選
考
制
度
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　
管
理
職
選
考
制
度
は
効
果
を
上
げ

て
い
る
と
聞
く
。
今
後
、
実
践
型
の
昇

任
昇
格
制
度
も
含
め
て
、
本
市
の
実
態

に
見
合
っ
た
管
理
職
の
登
用
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
の
収
支
状
況
、
寄
附

金
収
入
、
ま
た
、
27
年
度
中
に
他
の
自

治
体
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
個
人
市

民
税
の
額
な
ど
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
収
入
額
１
億
３
８

０
０
万
円
、
事
務
コ
ス
ト
７
１
０
０
万

円
、
個
人
市
民
税
減
収
額
４
８
０
０
万

円
で
、
１
９
０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

要
望　
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
市
内
産

業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

三　
施
設
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
木
村　
眞
澄

一　
熊
本
地
震
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策

に
つ
い
て

問　
熊
本
地
震
で
は
、
避
難
生
活
の
長

期
化
で
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な

ど
の
健
康
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
地

震
で
倒
壊
し
な
い
住
ま
い
の
確
保
が
重

要
だ
が
、
本
市
に
お
け
る
旧
耐
震
基
準

の
住
宅
は
ど
う
か
。

答　
住
宅
の
総
戸
数
約
８
万
２
０
０
０

戸
の
う
ち
約
１
万
９
０
０
０
戸
で
あ
る
。

問　
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
、
啓
発
活

動
と
合
わ
せ
、
建
物
の
所
有
者
へ
の
支

援
が
必
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
工
事
な
ど
の
補
助
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
分
譲

諮
問
第
１
号
・
第
２
号　
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

沼
田
良
雄
委
員
お
よ
び
石
岡
正
行
委

員
の
任
期
が
平
成
28
年
９
月
30
日
に
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
沼
田
委
員
お
よ

議
案
第
47
号　
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

本
市
所
有
の
山
小
屋
「
大
倉
高
原
山

の
家
」
に
つ
い
て
、
賃
貸
借
の
相
手
方

が
、
本
市
か
ら
の
解
約
の
申
し
入
れ
に

応
じ
ず
、
任
意
の
立
ち
退
き
を
拒
否
し

た
た
め
、
裁
判
所
に
契
約
終
了
の
確
認

と
建
物
の
明
け
渡
し
を
求
め
て
、
訴
え

を
提
起
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
訴
え
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
経
緯

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
の
代
表
的
な
観
光
資
源
で
あ

る
表
丹
沢
の
魅
力
を
生
か
し
、
新
た
な

観
光
資
源
の
創
出
や
誘
客
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
27
年
度
に
大
倉

高
原
山
の
家
を
解
体
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
賃
借
人
と
明
け
渡
し
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
が
つ
か
ず
、
任
意
の
立
ち

退
き
に
応
じ
な
い
と
判
断
し
た
。

問　
賃
借
人
は
、
長
年
、
営
業
に
携
わ

っ
て
き
た
た
め
、
そ
の
実
績
を
評
価
し
、

金
銭
的
な
補
償
や
、
新
し
い
施
設
で
の

議
案
第
42
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

平
成
28
年
５
月
20
日
に
仮
契
約
し
た

市
道
４
３
３
・
４
３
４
号
線
道
路
改
良

お
よ
び
第
１
号
公
共
下
水
道
大
根
・
鶴

巻
処
理
区
枝
線
整
備
（
南
矢
名
２
工

区
）
工
事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。

　

本
工
事
は
、
歩
行
者
の
安
全
性
お
よ

び
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
道

４
３
３
号
線
上
に
あ
る
急
階
段
を
、
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
の
階
段
へ
と
改
修
し
、
東
海

大
学
の
協
力
を
得
て
、
上
り
専
用
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
新
た
に
設
置
す
る
も
の
。

要
望　
事
故
未
然
防
止
策
と
し
て
、
交

通
公
園
に
専
門
指
導
員
を
置
き
、
安
全

教
育
の
充
実
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に

努
め
て
ほ
し
い
。

も
か
か
る
が
、
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

今
回
の
議
決
に
至
る
ま
で
、
相
手
方

と
円
満
に
解
決
が
で
き
な
い
職
員
の
力

量
不
足
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
裁
判
以
外
に
他
に
方
法
が
な
い
と

い
う
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

答　
公
道
上
に
設
置
す
る
た
め
、
東
海

大
学
が
維
持
管
理
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
東
海
大
学
と
の

提
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
な
形
で
協
力
が
得
ら
れ

る
の
か
、
関
係
部
署
と
連
携
し
、
確
認

を
し
て
い
き
た
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

公
共
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
、

繰
り
返
し
の
説
明
で
は
な
く
市
民
意
見
を
尊
重
せ
よ

災
害
時
に
強
い
防
災
力
を
発
揮
す
る

地
域
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
せ
よ 実践型の管理職選考制度の導入を

エスカレーターが設置される急階段

熊本地震で倒壊した家屋
（写真は熊本県益城町）

大倉高原山の家

大
倉
高
原
山
の
家
の

明
け
渡
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

市
道
４
３
３
号
線
上
に
あ
る
急
階
段
に

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

人
権
擁
護
委
員
に沼田

氏
・
石
岡
氏
を
推
薦

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

議会等役職構成一覧 （◎委員長　○副委員長）
平成 28 年 7 月 15 日現在

議会等役職構成および会派の一部に変更がありました。

会派一覧 （○会派代表）
平成 28 年 7 月６日現在

議　　　長 　川口　薫
副　議　長 　横山むらさき

常
任
委
員
会
委
員

総　　務（８人）
◎古木勝久 ○相原　學 露木順三
　木村眞澄 　今井　実 横山むらさき
　小菅基司 　諸星　光

文教福祉（８人）
◎八尋伸二 ○加藤　剛 佐藤文昭
　山下博己 　横溝泰世 髙橋照雄
　風間正子 　阿蘇佳一

環境都市（７人）
◎野田　毅 ○谷　和雄 吉村慶一
　高橋文雄 　村上　茂 大野祐司
　和田厚行

議会運営委員会委員
（９人）

◎村上　茂 ○古木勝久 露木順三
　谷　和雄 　山下博己 八尋伸二
　高橋文雄 　小菅基司 和田厚行

議会報編集委員会
委員（11 人）

◎川口　薫 〇横山むらさき
　および議会運営委員会委員

監査委員（１人） 　諸星　光
農業委員会委員
（２人） 　小菅基司 　和田厚行

秦野市伊勢原市
環境衛生組合議会
議員（６人）

　木村眞澄 　今井　実 野田　毅
　風間正子 　大野祐司 阿蘇佳一

金目川水害予防組合
議会議員（１人） 　高橋文雄

自民党・新政クラブ
（７人）

○今井　実 　相原　學 川口　薫
　小菅基司 　村上　茂 髙橋照雄
　風間正子

民政会（６人） ○大野祐司 　八尋伸二 古木勝久
　阿蘇佳一 　諸星　光 和田厚行

公明党（３人） ○野田　毅 　山下博己 横山むらさき
緑水クラブ（３人） ○横溝泰世 　木村眞澄 高橋文雄
創秦クラブ（２人） ○谷　和雄 　加藤　剛
日本共産党秦野市
議会議員団（２人） ○露木順三 　佐藤文昭

会派に所属しない
議員（１人） 　吉村慶一


